


＜法人改革に向けた 3 本の柱＞ 
情 報 開 示 

コンプライアンス 
職員の参加・参画 

令和７年度事業計画特記 
(令和７年３月１０日理事会承認) 

１ 太陽の門 

 ＜生活支援課＞ 
   利用者の状態変化に気を配り、意思決定プロセスを大切

にし、他部署との連携を図り、快適な生活空間を目指す。 

 ＜看護課＞ 
  多職種との協働のもと、医療安全管理の徹底、災害に備
え、専門性の向上に努め、質の高い看護を提供します。 

 ＜診療課＞ 
  〇円滑な臨床業務の遂行、専門性向上で利用者に貢献。 

  〇給食衛生管理の徹底、他職種協働でQOL向上を図る。 

  〇多職種連携と医薬品の適正使用、安全管理の徹底。 

２ 地域支援センター 

 ＜相談（基幹、委託、計画）＞ 
  住民一人ひとりの暮らしと地域をともに創る地域共生謝意

を目指します。まずはご相談ください。 

 ＜ヘルパー事業＞ 
  住み慣れた地域でより安心した生活が送れるようにするた

め多様化したニーズに対応できる体制つくりに努めます。 

 ＜地域活動支援センター＞ 
  自尊感情、自己肯定感を高めるため、個別支援、家族支

援、地域支援を充実し、通過点としての事業所をめざす。 

 ＜児童発達支援事業くまさん教室＞ 
  気づきの段階から本人や家族のニーズや不安に寄り添い、

インクルーシブな考えの基さまざまな移行支援に努める。 

３ 風祭事業部 

 ＜デイサービス＞ 
  一人ひとりの意思や主体性を尊重し、安全安心に過ごせる

環境を整え、個別支援計画に基づいた支援の充実をめざ

す。 

 ＜放課後等デイサービスきゃんばす＞ 
  障害の状態や医療的ケアに寄り添い、専門的ケアの充実

を図り、関係機関と連携して豊かな生活二実現をめざす。 
 

 法人内事業、地域の皆さん、各法人等事業所、学校、市・

町の行政機関などと協働、共同、協同を図ります。 

未来へ向って 
～「（福）風祭の森」の方向性～ 

 
 コンプライアンスは一般的に「法令順守」と訳されることが

多い。しかし、そこには社会規範や社会道徳が内包されてい

る。当法人は令和５年に発生したハラスメント問題を受けて理

事、監事が一新され、新たな法人運営・経営が始まった。これ

までの体質改善を進める柱の一つが「コンプライアンス」で

す。新役員は関係する様々な分野からお願いし、３名の内部理

事（ＳＷ、総務、医師）に加えて３名の外部理事（行政、教

育、学識）で構成しました。また、２名の監事は行政、障害児

教育からそれぞれの専門性をもってお願いしました。外部役員

は以下の通りです。 

 

露木理事 小田原市社会福祉協議会元常務理事 

「皆の個性の芽が育ち、緑豊かな風祭の森になりますように」 

寶川理事 鎌倉女子大学教授 

「新しく理事になりました。皆様とともに、風祭の森をよりよ

くしていきたく存じます。どうぞよろしくお願いいたします」 

森理事  神奈川県立総合教育センター相談員 

「教員として最初に着任したのが小田原養護学校でした。この

地域に関われて嬉しいです」 

井上監事 社会福祉法人みその常務理事 

「生まれ変わる風祭の森を、微力ながら心から応援します」 

及川監事 帝京大学大学院教授 

「利用者の皆様が安心して生活・活動できる場所であるよう、

一緒に考えましょう」 
 

 これまでの実績を振り返りつつ、新たな法人運営・経営に向

けた取り組みは、すべての職員が協働して 

”ゆっくり、じっくり、しっかり”進めていきます。 

「職員座談会」開催～職員プロジェクト案実現 
 

法人改革プロジェクトの提案を受け、今年１月より全

職員を対象に「職員座談会」がスタート◆職員が意見の

出しやすい職場環境を作るため、自由に理事長・常務理

事と意見交換する機会が設けられた。◆各部署から計６

名程度で月２回、60 分程度の開催。◆理事長、常務理事、

他部署の職員とも初顔合わせで最初は緊張したり、話題

が見つからず悩んだりしたが、それぞれが今後進めたい

事や新たに導入したい事、日常の中での疑問、改善点な

どを話し、盛り上がり緊張もほぐれ、有意義な時間でし

た。◆これまで理事長、常務理事と話す機会は少なかっ

たことを反省し、今後の風通しの良い職場を作る上で、

大切な第一歩でした。 

「太陽の門（入所）」の地域との交流 
昨年度は外出やイベントを通して地域行事参加やボ

ランティアの方々と関わることができました。 

主に小田原近辺のお出かけスポットに遊びに行きま

した。ダイナシティやシティーモールでの買い物や箱

根水族館への観光を楽しんだほか、地域の納涼祭や北

条五代祭り、小田原城址公園で開催された食のマルシ

ェなどの地域行事に参加しました。 
 
 
 
 
 
 
 
また、コロナ前のように地域の方々を招いたイベン

ト活動が出来るようになったことも多く、秋祭りでの

歌まねパフォーマーや太鼓演奏、施設部と地域支援部

の利用者を対象としたビックバンド演奏会の開催な

ど、普段は楽しめない音楽イベントも楽しめました。 

 今年度も外出や地域行事への参加、イベントの開催

などみなさんが楽しめる内容を実施していく予定で

す。 

 

 
ホームページでもご覧いただけます→ 




